
  

    
令和 5 年度 和光幼稚園「園だより」 

 

「ボタンをとめることができたよ。」 「蝶結びができるようになったよ。」 

 

 今の子ども達の服にはボタンで止めが少なくなり、また、和光幼稚園

では制服がなくなったこともあって、とめること自体が少なくなってい

ます。また、靴もマジックテープの手軽なものが増えて、紐を結ぶこと

も減っています。そこで、和光幼稚園では教具（おもちゃ）を使った遊

びをとおして、手指の巧緻性や基礎的技能の習得を目指しています。 

子ども自身が興味関心に沿って自由に選択することをポイントにし

ています。自分で選ぶからこそ、集中力が発揮できるといえます。子ど

もには、子どもなりの考えがあり、教具を扱いながら様々なことを学ん

でいきます。 

保育士は、教具の準備をしたり、環境を整えたりした、子ども達が集

中できるように見守ります。「ちがうよ」「こうだよ」と声をかけること

で、子どもの意欲を削いでしまう恐れがあります。手助けは求められた

ときだけと決めて、サポートに徹します。 

和光幼稚園では、子どもの自己教育力を育てるために独自に教具を制

作しています。教具とは、いわゆる子どもが遊ぶおもちゃのことで、五

感や知的好奇心を刺激できるものを目指しています。子どもの感性を磨くために、こだわりの素材を工夫し

ながら使っています。本物を与えて「大切に扱うこと」を学ばせ、素材や色彩にこだわることで、子どもの

五感を刺激することができます。 

以前に制作した教具も合わせて、現在では、自作教具が４７個になりました。今後も加えたり、修正をし

たりしてまいります。（ ）内は教具の数です。 

①落とす（４）   ②ひっぱる（１０）  ③とおす（２）  ④とめる（７） 

⑤うつす（５）   ⑥はさむ（２）    ⑦かける（１）  ⑧ころがす（１） 

⑨ふる（３）    ⑩そそぐ（１）    ⑪ねじる（２）  ⑫はめこみ（２） 

⑬感覚の敏感期（２）⑭数の敏感期（３）  ⑮抱く・なげる（２）  （計 ４７個） 

 

モンテッソーリの教具 

 

和光幼稚園では、本年度からモンテッソーリ教育に取り組んでいます。子ども自身が自分で育てる「自己

教育力」を重視しているのがモンテッソーリ教育です。例えば、子どもは誰に教えてもらわなくても歩ける

ようになったり、大人を観察して自分で言語力を身につけたりなどします。適切なタイミングで子どもの思

いを尊重することにより、脳や体の発達を促せるとされています。日本では、棋士として活躍する藤井聡太

さんがモンテッソーリ教育を受けていたことも有名です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

◆９月下旬に１週間、フリー参観を予定しています。詳細は後日配布予定。 

 

◆毎朝の登園は９時までにお願いします。（土曜保育も） 

       遅刻や欠席の場合は９時までに電話連絡をお願いします。 

        保育の予定や給食の食数確認などありますので宜しくお願い致します。 

 

◆毎月のお弁当作りありがとうございます。ご協力のお願いを 2つ。 

ピックやつまようじは使用しない。ミニトマトや大粒のぶどう、丸いチーズなどは 

４分の１にカット。お手数ですが、誤飲や窒息予防の為、よろしくお願いします。 

 

・英語であそぼう教室（毎週火曜日）…５日・１２日・１９日・２６日 

・体育教室     （毎週金曜日）…１日・８日・１５日・２２日・２９日 

・サッカークラブ    （毎週木曜日）…７日・１４日・２１日・２８日 

              

＊１０月の行事予定＊ 

６日（金）午後 ミニ運動会 

ひよこ組・もも組 

９月の行事予定 

１日（金）始業式・避難訓練  

  ６日（水）誕生会 

１４日（木）祖父母参観日 

１５日（金）嬉野中・職場体験(４名) 

 １８日（月・祝）敬老の日 

 ２０日（水）まちたんけんの日(お弁当の日)  

 ２５日（月）～２９日（金）フリー参観日 

 ２８日（木）災害時引渡訓練 

 

※行事等で質問などありましたら、お気軽にお尋ねください  


